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構造形式は、次の通りとする。

(標識板)

1　　材質はアルミ板とし、厚さ2ｍｍとする。

2　　表板に表示するレイアウトについては、発注者が作成した

　データを提供する。

3　　標識板の設置高（H1、H2）については、監督員と協議をすること。
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柱共架（φ200未満）

(標識柱（新設）)

1　　材質は銅管とし、φ60.5×t2.3mmとし、長さは2200mmを基準とするが、

2　　柱の色は白色とする。

3　　標識板と柱の取付は、アルファ型取付け金具とする。

　地形等の状況により増減することがある。
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